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１．総合水産試験場概要

①　沿　　革
明治３３年　　西彼杵郡深堀村に長崎県水産試験場を創設

昭和　４年　　長崎市丸尾町に庁舎新設移転

昭和３６年　　長崎市松ヶ枝町に庁舎新築移転

昭和４６年　　西彼杵郡野母崎町に増養殖研究所を創設

昭和５３年　　島原市新田町に島原分場新設移転

昭和５５年　　西彼杵郡野母崎町に魚病指導総合センターを創設

平成　９年　　長崎市多以良町に３施設を移転統合し長崎県総合水産試験場を開設

平成１５年　　政策調整局科学技術振興課の所管となる

平成１８年　　科学技術振興局科学技術振興課の所管となる

平成２３年　　水産部漁政課の所管となる

②　業務内容・分掌事務
　　管理部

　　　　総務課　　　　　　総合水産試験場の運営・維持管理

　　　　　　　　　　　　　調査船の維持管理

　　　　鶴丸　　　　　　　調査船「鶴丸」の運行、維持管理等に関すること

　　　　ゆめとび　　　　　調査船「ゆめとび」の運行、維持管理等に関すること

　　企画開発推進室　　　　「開かれた総合水試」いきいき情報発信事業

　　漁業資源部

　　　　海洋資源科　　　　資源評価調査

　　　　　　　　　　　　　沿岸漁業高度化支援事業

　　　　　　　　　　　　　日本周辺高度回遊性資源調査委託

　　　　　　　　　　　　　沿岸漁業開発調査

　　　　　　　　　　　　　大型クラゲ出現調査事業

　　　　栽培漁業科　　　　放流種苗の評価基準づくり事業

　　　　　　　　　　　　　クエ資源管理技術開発事業

　　種苗量産技術開発センター

　　　　魚類科　　　　　　良質な種苗の生産技術開発

養殖魚類の育種技術開発

クロマグロ高品質稚魚の供給技術の開発

　　　　介藻類科　　　　　環境変化に対応した藻類増養殖基礎技術開発

諫早湾貝類の漁場有効利用技術開発

貝類の新養殖技術開発

養殖貝類の優良・高品質化を目指した基礎技術の開発

　　水産加工開発指導センター

　　　　加工科　　　　　　水産物供給体制づくりのための技術育成事業

主要魚種の価値を高める加工技術の開発

　　環境養殖技術開発センター

　　　　漁場環境科　　　　内湾漁場の有効活用技術開発

有害赤潮プランクトン等総合対策事業

　　　　養殖技術科　　　　戦略的養殖業を推進するための技術開発

魚病対策技術開発事業




